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「がんばる方法」より「逃げる方法」を教える 
 

ひと昔前までは、「気合が足りない」「根

性が足りない」などの精神論が当たり前に

言われていました。がんばること自体は大

切なことではありますが、心配するのは、

大人が子供たちに対して、「懸命にがんば

る精神論」だけを伝えて、「懸

命に逃げる方法論」を教えて

いないのではないかというこ

とです。 

例えば、家庭や学校で、大人

から何度も怒鳴られたり、毎

日のように叩かれたり、客観

的に見れば明らかな虐待を受

けている子がいたとして、そ

の子が逃げる方法を知らなか

ったとしたら、どうなるでし

ょう？逃げる方法を知らなけ

れば、「我慢する」「耐える」

「ひとりで抱える」といった

孤独な対処をするほかありません。 

子供たちをこんな状況に追いやらない

ためにも、「つらいときは逃げてもいいん

だ」と自分を許し、「つらいときに逃げる方

法はあるんだ」と自分を守る方法を大人が

伝える必要があります。具体的な方法のひ

とつとして、「逃げる方法を子供と一緒に

前もって考えておく」というものがありま

す。専門家につながる相談窓口の連絡先を

メモして持ってもらう、相談する人（スク

ールカウンセラーなど）を決めておいて相

談先の人にも事情を説明し

ておくなど、方法はさまざま

あります。 

 支援者が子供と一緒に逃

げる方法を考える場合のポ

イントは、「その子が“ひと

りでも逃げることができる

方法”を、できるだけ多く決

めておくこと」です。どんな

状況であっても、子供が自分

の安全を守るために「自ら」

必要な行動を取れることが

大切です。 

心が壊れるほどの懸命な

がんばりは、その子の未来を壊すリスクを

秘めています。だからこそ、「懸命にがんば

る精神論」と同じくらい、まずは「懸命に

逃げる方法論」を子供たちには知ってもら

いたいのです。心が壊れてからでは遅いの

です。 

参考資料：こど看著「子どもの傷つきやすいこころの守りかた」


